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平素は全管連青年部協議会

活動に対し、ご支援、ご協力

を賜り改めて御礼申し上げま

す。

福岡総会で再任され、新た

に1期 2年、私が会長を拝命

する事となりました。また、

29 年度のテーマとして幅広い意見を受けていく事を目指

した「多様性」を掲げ、歴代会長が築いてきた全管連青

年部の会員間の繋がりを活かしながら活動を行ってきま

した。

福岡総会では来賓・賛助会員・会員を含め、約 400

名の参加を頂きました。地元青年部や親組合の協力を頂

き、成功裏に終えることができました。改めて青年部の

情熱を感じることができましたことに対して御礼申し上げ

ます。

さて、最近の情勢として、2020年の東京オリンピック・

パラリンピックの開催にむけ、建設業者の受注環境は改

善傾向にありますが、人材不足等の新たな経営課題に直

面しています。

そして、地方においては依然として厳しい経済情勢であ

るもの事実です。このような中、会員並びに業界の発展

向上、そして技術者・技能者不足など、その人材確保と

育成が建設産業における構造的な課題となっている昨

今、我々管工事業界、引いては全管連青年部も、親組

合の協力を頂きながら、「若者が自分の未来を託せる魅

力ある業界」にするために事業を行い、今

後も全力を挙げて取り組んでまいります。

最後になりますが、全国の会員の皆様の

大いなるご活躍をお祈り申し上げるとともに、

親会ならびに関係各位にはこれまで以上のご

支援、ご協力を切にお願いし年頭のご挨拶

とさせて頂きます。

全国管工事業協同組合連合会青年部協議会

　　会長　秋山　雅仁

福岡総会

平成30年　年頭のご挨拶

本年も何卒よろしくお願い申し上げます。

秋山会長
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　平成 29 年 10月21日（土）全管連青年部会員交流
事業を和歌山県和歌山市最大の観光地である加太の休
暇村紀州加太において開催しました。今回台風 21 号接
近し雨模様にも関わらず、和歌山市管工事業協同組合青
年部と全管連青年部の交流を目的として理事・監事 20
名を始め、オブザーバー 7 名、事務局 1 名総勢 28 名
の参加がありました。
　21 日（土）午前中に正副会長部会長会議を開催し、
午後から「全管連青年部協議会第 111 回理事会」が開
催されました。秋山会長の挨拶から始まり、今年度の各
事業の報告や会員交流事業の今後のスケジュールの確認

会員交流事業を和歌山県和歌山市の

休暇村・紀州加太において開催開催

を行いました。理事の皆様の熱い御意見が飛び交い予定
よりも時間が延長されましたが大変有意義な理事会で
あったと思います。
　理事会終了後、和歌山市青年部の活動報告を行い青
年部一同緊張しながら説明をさせていただきました。
　その後、宴会広場にて全管連青年部メンバーと和歌山
市青年部と OB を含めた 12 名と懇親会を行いました。
和歌山市青年部・森田会長の乾杯のご発声で始まり、森
田会長のお膝元でもある加太の料理を皆で美味しくいた
だきました。20日が奈良理事（高松）の誕生日だったい
うこともあり、全員でお祝いし一言スピーチと懇親会の締

開催地・池田理事による御挨拶 第111回理事会

＜本社 /工場＞ 〒547-0023 大阪市平野区瓜破南 2-1
　TEL 06-6708-0150 ㈹　FAX 06-6708-0210

＜支店 /営業所＞札幌･盛岡･仙台･北関東･新潟･千葉･土浦･さいたま･東京･多摩･横浜･静岡･金沢･名古屋･大阪･岡山･広島･福岡･南九州･沖縄
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めの挨拶をいただきま
した。我々単組と全管
連青年部メンバーが楽
しくお酒を酌み交わし
た懇親会であったと思
います。
　2 次会は和歌山市
繁華街の新内までバス
で移動し、楽しい時間をメンバー達と過ごしました。締め
に和歌山ラーメンを食べて宿泊先の部屋で飲む方もいれ
ば、3、4次会へ行っていた方もいらっしゃったそうです。
　次の日、「ラピュタの島」と呼ばれている和歌山の友ヶ
島へ観光が台風の影響で中止となり、帰路にも影響が出
る恐れがありました。しかし、皆さん時間は掛かったみた
いですが、ご帰宅出来たみたいで良かったです。
　最後に、台風接近の中多数の方々の参加有難うござい
ました。このような素晴らしい事業を開催できたことを和
歌山市青年部一同、全管連青年部の皆様に感謝申し上
げるとともに、今後とも和歌山市青年部の活動をご支援、
ご協力、ご鞭撻の方引き続きよろしくお願いします。

　和歌山市管工事業協同組合青年部
池田　直仁

集合写真

　懇親会

誕生日の奈良理事（高松）にお祝いのバースデーケーキ

休暇村・紀州加太
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　和歌山での会員交流事業では、台風の影響があったものの、無事に平成 29 年の活動を終えました。本年は、全
管連会館を建替える新たな年となりますが、福島総会というビッグイベントもあり、今から非常に楽しみです。今年も
一年間よろしくお願い致します。河野総務副部会長（東京）記後

集編

愛媛県松山市で行われた、四国サミットに、全管連青
年部協議会の事業部会長として、太田副部会長とともに
参加してまいりました。
この四国サミットは、四国4県(愛媛、香川、徳島、高知)
の青年部による、持ち回りの交流会です。今回で 14 回
目となります。今回は松山市防災センターにて、応急救命、
災害時の避難について、研修を行いました。応急救命
AED の体験は今回で 3 回目でしたが、改めて体験する
事で、知識を深めることができ、有意義でありました。
応急救命の研修は、広く定期的に行うことで緊急時の対
応に活かされていくと思いました。
研修会の後、懇親会が開催され、なんと、私が地元

の理事長に次ぐ来賓として祝辞を行いました。しどろもど
ろの祝辞となり、お恥ずかしい限りでした。
四国サミットはどことなく、私の地元の福島県連青年

第14回四国サミットを愛媛県松山市で開催

部の地区交流会に似ているように感じます。福島県連
青年部は、9 地区の連合になっており、そのなかで総会
を開催しない 5 地区による持ち回りの開催で、蕎麦打ち
体験やソフトボール、穴掘り大会を行なったりする事で、
部員間の繋がりを強めています。愛媛の日野会長から今
年の四国サミットは何をしようかと非常に悩んだとお聞き
しました。何をするかも大事ではありますが、何をするか
よりも、1年に1回みんなで集まり顔を合わせる事にこそ、
意義があるのではないかと考えます。
この会の開催が末永く次世代へ繋がり、その繋がりが、
全国の管工事業の発展へ貢献していく事を願います。最
後に日野会長をはじめとする愛媛県連のみなさま、そして
四国青年部のみなさま、ありがとうございました。また、
来年もお邪魔したいと思いますのでよろしくお願いします。

日下事業部会長（福島）

懇親会 地震を体験


